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BeitragezurKlinikderTuberkulose,Bd.79,H.3/4,1932.

骨 系 統 ノ結 核 症 ノ病 理 解 剖 學 的 研 究

Ed.Randerath(D直sseldorf):Pathologisch・anato-

mischeUntersuchungentiberdieTuberkulose

desKnochensystems.

前 掲 ノ績 キ ニ シテ骨 賂 ノ慢 性 孤 立性 結 核 症 ヲ 取

扱 ヘ リ。 例 数20。 何 レモ 培 殖 性 肉 芽 性 ニ シテ 滲 出性

例 ヲ得 ザ リ シ ト云 フ。4章 ヨ リ成 リ、 第1章 二於 テ

感 染 経 路 、成 立 要 約 ヲ取 扱 ヒ、 感 染 経 路 ・・血 行 性 ナ リ

bシ 、 肺 結 核 症 ノ合 併 二關 シテ ハ文 獄 ヲ墾 ゲ テ80%

以上 二之 レ ヲ見 ル コ トヲ述 ブ。 第2章 ・・骨 二 於 ケ ル

罹 患 部 位 ノ観 察 ニ シテ、 造 血 機 能 ア ル 骨 髄 二多 ク、

從 テ短 骨 」叉・・扁卒 骨 二 多 シ。叉 幼少 年 ニ テ ノ・骨 幹 部 二

多 シ ト云 フ。 第3章 ノ・組 織 學 ニ シテ、各 例 二就 テ詳 述

セ リ。 観 察鮎 ヲ肉芽 組 織 ト乾 酪 攣 性 トニ分 チ、共 各 及

ビ相 互 關 係 ヲ記 セ リ。 肉芽 組織 ヲ 特 殊 性 ト非 特 殊 性

(周 局 炎)ト ニ 分 テ リ。特 殊 性 結 核性 炎症 組 織 二依 ル骨

組 織 ノ破 潰 ・・骨 質 消 耗 性 間 隙(Lacuna・Hawshipi)二 沼

ヒ テ行 ノ・v、 著 者 ノ・特 二,,lacunareResorption"ト

聡 シテ力 説 セ リ。周 局 炎 ト シテ ノ肉芽 組 織 ・・骨 組 織 ノ

吸 牧 ヲ行 フ コ トナ ク、 此 結 締 織 内 二 屡 ζ骨膜 及 ビ 骨

内 膜 性 二骨 組織 形 成 ヲ見 ル ト云 フ。次 ギニ壌 死 獣 態 ヲ

観 ル ニ壌 死 ハ亭 等 二据 マ リ、 組 織 成分 二 依 ル 差 異 ヲ

見 ズ。 埋 死 二昭 レル骨組 織 ハ 多 核 白血 球 ノ酵 素 ニ ヨ

リテ溶 解 吸 牧 サ ル。脊 椎 骨 ニ テ骨 ヨ リ骨 間 軟骨 盤 二搬

マ ル・・、骨 端 板 ノ髄 核(Nucleuspulposus)附 近 二於 テ

行 ノ・ル ト云 フ。Schmorlノ 説 二重 キ ヲ置 ケ リ。 乾 酪 竈

二於 テ モ 周局 炎 ・・修理 ノ意 味 二作 用 シ、中 心 ノ特 殊 性

結 核 性 炎 症組 織 ト不 可分 ノ 關係 ニ ア リ。 第4章 二於

テ 著 者 ノ研 究 が臨 抹 二資 ス ル鮎 ヲ學 ゲ タ リ。其 圭 要 ナ

ル モ ノノ・結 核 性 肉芽 組 織 ト非 特 殊 周 局 炎 トガ 密 接 ナ

ル 關 係 二在 ル コ トニ シテ、此 相 互 關係 ・・軍 二進 展 或 ハ

治 療 ノ ミナ ラ ズ、 診 噺 上 レ ン トゲy検 査 二影 響 大 ナ

2vヲ 説 ケ リ。80頁 二亙JV論 文 ニ シテ、 文 献 ノ 引用 多

シ。(岡 抄)

肺 澄 潤 ノ鑑 別 診断 二就 テ

W.L6ffler(ZUrich):ZurDifferential-Diagnose

derLungeninfiltrierungen.

本 論 文 ノ・3章 ヨ リナ リ、H.:/4ニ ノ・其 第1及 ビ

2章 ヲ掲 載 セ リ。

第1章 ハ 早期 寝 潤 ノ清 腿 ヲ時 間 的 二観 察 シテ、鑑

別 二資 セ ム トセ リ。卸 チ早 期 浸 潤 及 ビ之 レニ似 タル病

影 ヲ現 ・・セ ル24例 ヲ各 例 二就 テ設 明 シ、 圭 要 ナル レ

ソ トゲ ソ罵 眞 ヲ掲 ゲ テ解 説 セ リ。

第2章 ・・速 カニ去 來 シ、 且 ツ 相 縄 デ 所 々二 出 現

ス ル特 殊 ナ,レ 病 影 ニ シテ、 レ ソ トゲ ン診 噺 上 早 期浸

潤 ト見倣 サ ル 可 キモ ノヲ集 メ、i著 者 ノ・之 レニー 過性

績 出性 浸 潤(fltichtigeSuccedaninfiltrate)ナ ル名 稽 ヲ

奥 ヘ タ リ。例 数5。 此 病 影 ハ腸寄 生 愚 ヲ詮 明 シ得 ザ,レ

ニ、 屡 ミ「エ オ ジ ノ フ イ リー」ヲ件 ヘ リ。3.5-7%(3

例)。 内2例 ノ・結 核 性 ナ ラザ ル肺 炎 ニ シテ 、 臨 林 的症

状 共 輕 度 ナ ル モ ノナ リ。

第3章 二於 テニ 次 性 浸 潤(SeKund5rinrfiltrierung)

ヲ取 扱 フ可 シ ト云 フ。(岡 抄)

肺 結 核 症 ノ成 立 史 及 ビ症 例 報 告

W.Page1(Heidelberg):ZurEntstehungsgesch-

ichteundKasuistikderLungentuberkulose.

4章 ヨ リ成 ル。 第1章 ハ 第 一 次 性 増殖 性 肺 胞 炎

(PrimdrproduktiveAlveolitis)ト 著 者 ノ命 ジタ2レ炎 症

ナ リ。初 期 攣 化 群 が急 性 或 ノ・慢 性 二披 大 ス ル際 二起 ル

人 肺 ノ灰 色碕 子様 結核 結 節(grau-glasigerTuberkel)

ノ記載 ナ リ。 著 者 ノ所 見 二櫨 レバ、此 結 節 ノ・肺 胞 内 ノ

細 胞 墳 生 ノ ミ ヨ リ成 リ、 其 際 現 ・・,レ ・ノ・結 締織 芽細

胞 及 ピ組 織 球 ノ 性 状 ヲ有 シ、 類 上 皮 細 胞 及 ビ ラ ソグ

ハ ソス氏 巨細 胞 ヘ ノ移 行 ヲ 示 セ リ。 特 二 巨 細 胞 ヲ圭

トス。 此 際 連 績 切 片 二依 ル モ、滲 出或 ・・埋 死 ヲ全 ク見

ズ。 此 モ ノ ・・「ア レル ギ ー」性 組 織 ノ 特 異 ナ ル 吸 牧性

反 慮 ト認 メ得 可 シ トセ リ。 此 所 見 ノ 報 告 ハ 著 者 ガ数

年 前 ヨ リHttbschmann>2間 二論 孚 ヲ績 ケ 來v♪ レ、

結 核 性 炎 症 ノ組 織 獲生 論 上 一 於 ケ ル ニ 元 論 ノ訊 明 二

資 セ ム トス ノレモ ノナ ル可 キ カ。
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第2章 ・・肺 浸 潤 剖 検 例 ノ1例 報 告 ニ シテ、Red・

ekerノ 所 謂 一 次 浸 潤(Primdrinfiltrierung)二 相 當 ス

ル が如 キ モ、 所 見 ノ総 合 ・・既 二 存 在 シタ リシ 初感 原

駿 竈(GhonscherHerd)ノ 周 園 二廣 ク起 レル、恰 モ 「ツ

ベ ル ク リy」 ニ ヨ リテ惹 起 サ レタ ル ガ如 キ、壌 死 無 ク、

結 核 菌 ノ存 在 セ ザ ル 類 上 皮 細 胞 性 巨 細胞 性 肉 芽腫 ト

認 メ ル可 キ モ ノ ナ リ。 此 中心 ノゴ ー ソ氏 竈 ニハ 被嚢

形 成 ナ シ。 但 シ比較 的 古 キ モ ノナ リ。(生 後1年 牛 ノ

男 見 。 左 上 葉)(岡 抄♪

第3章 ハ空 洞 治癒 ノ ー 異 型 ノ]例 報 告 ナ リ。30

歳 ノ男。 左 上 葉 外 上 部 ノ空 洞 が胸 壁 ヲ貫 テ イ、膿 外 表

二痩 孔 ヲ生 ジ、 空 洞 自 ラ・・縮 小 シ、氣 管 枝 粘 膜 ノ上皮

ノ壇 生 ヨ リテ之 レヲ覆 ヒ、 恰 モ 氣 管 枝 振 張 症 ノ如 キ

観 ヲナ シテ治 癒 匂 レモ ノナ リ。 著 者 ・・之 レ ヲ 從 來 記

サ レタ ル空 洞 ノ開性 及 ビ閉 性 治 癒 ノ 中 間 二 屈 ス ルモ

ノナ リ トセ リ(剖 検 例 ナ リ)。(岡 抄)

第4章 ・・32歳 ノ女 ノ剖 検 二 際 シ テ 見 出 サ レタ

ル、慢 性 肺 結 核 症 二件 ノ・レタ ル弧 在 性 腫 瘍 状 淋 巴 腺澱

粉 様 攣 性 ナ リ。右 肺 門 部 ヨ リ氣 管 側 腺 二亙 リテ胡 桃 大

ノ淋 巴腺 ガ集 リテ手 拳 大 ノ大 塊 ヲ ナ セ リ ト云 フ.

(岡 抄)

結 核 性 磯 膜 炎 二關 ス ル研 究 。 第 三 報 。 二 次 性

結 核 症 及 ビ結 核 性 脂 膜 炎。 二 次 晩 期 磯 膜 炎

D.Orosz(P6cs,Ungarn):Studientiberdie

Meningitistuberculosa.III.Mitteilung.Sekun・

d乞rtuberkuloseundMeningitistuberculosa.

SpatsekundtireMeningitiden.

200例 ノ膿}膜炎 例 ノ既 往 症 二於 テ、 登 病 前1年 以

内 二罹 患 セ ル疾 病 二就 テ統 計 的 二 考 案 セ ル モ ノ ナ リ。

第1ノ ・麻 疹 ニ シテ30.0%ノ ・既往 症 ニ ア リ。 内3例 ハ

1ク 年 内 二罹 患 シ、 其 内牟 数 ソ・麻 疹 後4ケ 月以 内 二

登 病 セ リ。 爾 ホ6ケ 月 以 前 ニ シテ、 麻 疹 縫 績 的 二 症

状 ア リ シモ6例 ア リ。6週 乃 至3ケ 月 二 最 モ 多 ク、

12例 ヲ数 フ。 第2ハ 百 日咳 トノ關 係 ニ シテ、 百 日咳

罹 患 後1年 内 ノ登 病11%、 既 往 二経 過 セ ル モ ノ全 盟

ニ テ19%ナ リ。 此 場 合 ニ ノ・3乃 至6ケ 月 ノ間 二最 多

ク、1年 内 ノ22例 中13例 ヲ数 フ。 第3ノ ・肺 炎 、 流

感 、 腸 「カタ ル」等 ノ疾 患 後 二 起 の レモ ノ ヲ 見 ノレニ、

1年 以 内 二46例 登 病 セ リ。 此 場 合 二 ・・6週 乃 至3ケ

月 二集 リ27例 ヲ数 フ。 最 後 二外 傷 トノ關 係 ノ・從 來 考

ヘ ラ レ ジ程 多 キ モ ノ ニ 非 ズ。 著 者 ノ 例 中關 係 ア リ ト

考 ヘ ラ)Ll…1.8%二 過 ギ ズ ト云 フ。 大 膿H.Koch

ノ丈 厭 二傲 ヒテ(Z.Kinderhk.1912)分 類 セ リ。(岡抄)

録 205

磯 膜 炎 二關 ス ル研 究。 第4報 告 。 二 次早 期 膓

膜 炎 卜肋 膜 炎 トノ關 係

D.Orosz:IV.Mitteilung.Beziehungzwischen

frUhsekund乞rerMenin8itisundPleuritis.

Wallgren(Handb.Engel-Pirquet,1930)二 微 ヒ テ

観 察 セ ル モ ノー シテ材 料 ノ・前 掲 ノ200例 ナ リ。 著 者

ノ、第1及 ビ第2報 告 二 於 テ 述 ベ タル が如 ク、 結 節性

紅 斑 ノ出現 ヲ以 テ 「ア レル ギ ー」ノ高 潮 ト認 シ。之 レヲ

感 染 第6週 トシテ計 算 セ リ。 「ツベ ル ク リソ」反 鷹 ノ・紅

斑 時 以後1乃 至2ケ 月 ニ シテ 減 弱 ス。 此 間 ヨ 膿 膜 炎

最 多 ク、肋 膜 炎 ハ之 レ ヨ リ少 シ遅 レテ3乃 至6ケ 刀 ノ

間 二最 モ多 シ。 然 ノレニ ニ 次 早期 肋 膜 炎経 過 後 二 二 次

早 期 旙 膜 炎 ヲ 起 セ ル モ ノナ シ。 叉 雨 者 ヲ合 併 セル モ

ノ ・稀 ナ ル コ トヲ述 べ、 著 者 ノ例 中 モ ナ シ ト云 ヘ リ。

(岡 抄)

肺 結 核 症 ノ炭 粉 療 法(2ケ 年 二亙 ル)

G.Sommer1ad(Dresden):ZweiJahreKohleu-

staubbebandlungderLungentuberkulose.

60頁 二及 ブ長 報 告 ナ リ。1929年7月 ヨ リ1931年

7月 二亙 ル滞2ケ 年 間 二61例 ノ治療 ヲ行 ヒ、 本 報告

二 ・・共 内58例 ヲ詳 述 セ リ。使 用't7レ 炭 粉Suspension

ノ粒 大1--3「 ミク ロ ン」ナ リ。Carbion(Merck)モ 用

ヒ、 之 レモ殆 ド同大 ナ リ1・云 フ。1--4c.c.ヲ 静脈 内 二

注 射 ス。5乃 至10時 間 ニ シ テ全 均 二反 磨來 リ、頭 痛 、

倦 怠 、 四肢 痛 、食 思 減 退 ト共 二悪 寒 戦標 ヲ 件 ヒテ38

-39。Cノ 登 熱 ヲ來 ス ヲ常 トス。 此 反 磨 ノ・4乃 至5日

ニ シテ全 クZF常 二復 シ、 著 者 ノ語)ttt所 二依 レバ、 反

庶 ナ キ ・・RES系 ノ反慮 力 ナ キ モ ノニ シ テ数 果少 シ。

叉 危 瞼 ヲ件 ノ・ザ リ シ ト云 フ。

著 者 ノ例 ・・何 レモ治 療 法 ナ キ 例 ノ ミナ リシ が、

58例 中37例 ノ・…顯著 二夏 好 ナ ル成 績 ヲ示 セ リ ト云 フ。

注 射 ノ・3乃 至5週 間 間 隔 二3或 ・・4回 行 ヘ リ。 病 症

恢 復 ト共 二比 較 的 淋 巴 球 培 加 ヲ來 セ ル ヲ見 タ リ。之 レ

ニ擦 リテ著 者 ・・適 慮症 ヲ選 ブ トキ ノ・、治 療 法 ナ キ患 者

二於 テ モ、之 レニ コ リテ恢 復 ノ望 ミ ヲ得 可 ベ シ ト賞 讃

セ リ。(岡 抄)

肺 結 核 症 ノ非 特 殊 療 法 ノ影 響 二關 ス ル動 物實

験 的研 究

B.Scharlau(Hamborn):Tierexperimentelle

SterdienzurunspezifischentherapeutisuhenBee・

inHuEungderLungentuberkulose.

前 出 ノSommerladノ 方 法 ヲ 家 兎 二 就 テ實 験 セ

,レモ ノ ナ リ。 家 兎 ヲ弱毒 菌 ニ テ免 疫 セ ル モ ノニ、弧 毒
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菌 ニ テニ 次 的感 染 ヲ行 ヘ ル モ ノ ト、後 者 ニ テ 初感 染 ヲ

行 ヘ ル モ ノ トノニ 群 ヲ 更 二 二群 二分 チ、 感 染 直後 ヨ

リ炭 粉療 法 ヲ開 始 セノレモ ノ ト、一 定 ノ間隔 後 行 ヘ ル モ

ノ トノニ 群 二就 テ 共 結 果 ヲ 比 較 セ リ封 照 ト共 二使 用

頭 厳44ナ リ。 其 結 果 ・・数 果 ナ か,シ ト云 フ。(岡 抄)

漏 性 肋 膜 炎 後 二起 レル 高度 ナ ル片 側 性 胸 廓 縮

小 二際 ス ル肺 結 核 症 ノ豫 後

W.Illig(Siemerswalde):DiePro8noseder

Lungentuberkulosebeierheblichereinseitiger

Thoraxschrumpfungnachexsudativ(」rPleuritis.

表 題 ノ如 キ例 ト人 工 的成 形 術 ト ノ 各1例 ノ相 似

タ ル モ ノ ヲ比 較 シ其 豫 後 ノ不 頁 ナ リ シ ヨ リ、肋 膜 炎 後

ノ肋 膜 縮 小 ノ・成 形 術 ノ如 キ意 義 ヲ有 ス ァレモ ノ ニ 非 ズ

トナ セ リ。(岡 抄)

油 胸 療 法 問題 二關 ス ル補 選

G.v.Haffner(Berlin):BeitragzurFrageder

()leothorax.

著 者 ノ・26例 ノ経 験 ヨ リGomenol加 油 、 「パ ラ

フ イ ソ」油 、Jodipin等 二關 ス ル實験 例 及 ビ其適 鷹症 、

使 用 法 等 ヲ述 べ、 油 胸 ノ 使 用 範 園 ヲ披 メ ム トセ リ。

特 二 特 腰 性 氣 膿 胸 二Gomenol加 油 ヲ 用 ヒ タ ル ノ・注

意 ヲ惹 ケ リ。(岡 抄)

姉 妹 同 時 感 染 ノ2例

W.Pockels(Frankfurtd.M.):Gleichzeitigee .

DauertiberfallsinfektionbeizweiGeschwistern.

Uberfallsinfektionナ)レ 名1褥 ノ・Redekerノ 命 名

(Wδrzb.bbh.Al19.Krhts・lebrederKindertbc・1929)

;シ テ 以 來 報 告 散 見 ス 。著 者 モ共 珍 ラ シ キ2例 ヲ 報 告

セ リ。(岡 抄)

急 性 粟 粒 結 核 症 卜急 性 骨 髄 芽 細 胞 白 血 病 ト ノ

合 併 力?

H.Lenhartz(Hamburg):Zusammentreffenvon

akuterMiliartuberkuloseundakuterMyelob・

lastenleukaemie?

47歳/男 子 二 見 タ ル ー一例 ノ臨 躰 及 ビ 剖 槍 報 告 ナ

リ。(岡 抄)

痕 跡 的 多 獲 性 漿 膜 炎 二 關 ス ル 補 遺

Ger.E1.Patronikola(Wien):Beitragzurrud-

iment5renPolyserositis.

同 上 ノ6例 二 關 ス ル 臨 抹 報 告 ナ リ。 岡 抄)

Zeitschriftfi'rTuberkuloseBd.60,H.5/6,1931

工 場 離 佳 二於 ケ ル無 期 限 治 療 季 段 トシテ ノ養

優 院 救 護

E.Brieger:InvalidenhauspHegealsunbefristetes

HeilverfahreninderNVerkstattensiedelung.

著 者 ノ・結 核 病 型 中 多数 ヲ占 メ テノ舌ノレ庭 ノ、期 限 内

ノ治 療 デ ノ、唯 一 時 的 ノ結 果 ジ カ 無 イ 者 二封 シテ無期

限 治 療 ノ必 要 ナ事 及 ビ ソ ノ 實 施 二就 テ説 明 シタ、養

簸 院 ノ保 護施 設 ノ・治 癒 ノ 見込 ミノ無 イ 結 核 患 者 ノ救

護 ノ 目的 ダ ケ デ ナ 久 望 ミノ アル 慢 性肺 結 核 患 者 二

封 シテ無 期 限 二治 療 ヲ施 シ得 ル 様 改 頁 セ ラ レ 子 ノミナ

ラナ イ。 結 核 病 院 ・・從 來 ノ状 態 ノマ ・デノ・カク ノ如

キ仕 事 ・・行 フ事 が 出來 ナ イ、 之1/二 英 國 ノPapworth

ノ設 備 ヲ改 憂 シタ ル 工 場 離 住所 ヲ 附 腸 連 結 サ セ ノレ事

ニ ヨ ッ テ患 者 二仕 事 ト宿 所 トヲ給 ス ノレ事 が出來 ノレ。

工 場 離 住 地 ・・一 種 ノ 患 者離 佳 地 デア ツ テ 制 限 サ

レタ ノレ合理 的 ナ 仕事 ノ ミヲ課 ス ル ノ デ アル ガ、此 所 カ

ラ段 々 ト恢 復期 患 者 ノ離 住 地 が 生 レテ來;レ ノ デ アル。

(柴 田 抄)

工 場 離 佳 地 二於 ケ ル適 量 作 業 ニ ヨル治 療 経 過

GertrudPaasch:Kurverlaufbeidosierter

ArbeitinderWerkst乞ttensiedelung.

工 場 離 住 地 二 」枚容 ス ァレ患 者 ノ 選 揮 ・・最 モ重 要 デ

アル、 ソ ノ選 澤 ハ 作業 療 法 ヲ 確 實 二 組 織 的 二磐 師 ノ

監督 ノ下 二 實 行 シテ 行 ク間 一 行 ・・レ子バ ナ ラ ナ イ。

ソvニ ノ・Papworthト 同様 二 病 院 内 二 既 二 中間 地 帯

ヲ作 ツ テ作 業 療 法 ヲ 慣 ラ シ叉 試 験 的 準 備 ヲ サセ ル様

一ス,レ カ、 或 ・・叉 著 者 等 ガ試 ミタ 標 ニ 工 場離 住 所 其

物 ヲ病 院 二包 含 サ セ テ、選 澤 ニ ヨソ テ 臼然 二起,レ所 ノ

離 住 所 トノ病 院 トノ間 ノ代 謝 ヲ 圓 滑 ニ ス ベ キ デ ア ル。

著 者 ノ所 ノ離 住 者 ノ30%ノ ・相 當 重 イ臨 沐 症 獣 ノ・

アル が赤沈 反 簸 ノ・正 常 デ ア ツ テ 合 理 的 ノ仕 事 ヲ長 ク

績 ケ ル事 が出來 タ。 叉29%・ ・期 間 内 ニ 工 揚 移 住 二全

然 適 シナ イ事 ガ 分 ソ タ、 ソ レデ71%ノ ・観 察期 内 二症

状 俸 止 シ作 業 ノ 内 二輕 快 シタ事 が確 メ ラ レタ。

(柴 田抄)

市 街 地 ノ相談 所 二於 ケ ル環 境 調査 ノ方 法 短 二

報 告

W.Landau:TechnikundErgebnisFederUmg-
o
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ebungs・Untersuchungeninderstadt.FOrsorge.

著 者 ハ鍛 字 的 材 料 及 ビ 個 々ノ 結 核 症 號 生 一 就 テ

ノ観 察 二基 イ テ患 者 ノ 同居 及 ビ近 親 者 二 關 ス ル環 境

調 査 ノ意 義 重 大 ナ;レ事 ヲ 高 唱 ス ノレ。 之 レニ 比 べ,レ ト

同 業 者 ノ調 査 成 績 ノ・劣 ツ テ居;レ、 ソ ノ偵 値 ・・家 庭 内

二病 源 ガ無 イ カ ドウカ ヲ 嚴 密 二 調 ベ タ上 デ 批 判 セ 子

バ ナ ラ ナ イ。 爾 ホ 危 瞼 二 曝 露 セ ラ レ テ 居 ラヌ 年 齢

15-25歳 ノ者 ノー 齊 検 査 ニ ハ著 者 ノ経 験 デ ノ・時 間 ヲ

要 ス ル割 二多 ク ヲ期 待 シ得 ヌ。

著 者 ハ次 ノ様 二 提 言 ス ノレ、 相 談 所 ハ ソ ノ 全能 力

ヲ墾 ゲ テ先 ヅ遺 漏 ノ無 イ 届 出 ノ組 織 ヲ 作 ラ子 バ ナ ラ

ヌ、 カ ク テ出 來 ル 限 リノ 方 法 ヲ用 ヒテ 開放 性 結 核 患

者 ノ同 居者 ノ環 境 調 査 ヲ 励 行 シ ソ ノ 健 康 ナ 者 ヲ常 二

「コ ソ1・ロー 」レJス ル、之 ノ・勿 論 患 者 ノ死 後 敷年 間績 ヶ

子 バナ ラ ナ イ。 ソ ノ 傍 ラ デ 数 果 ノ 多 イ 小 見 ノ検 査 及

ビ患 者 ノ同i業者 ノ連 籔検 査 ヲ行 フ、而 シテ絵 暇 餓 力 ア

ラ バ不 曝露 ノ青年 ノ 衆 團 槍 査 二 手 ヲツ ケ ノレベ キ デ ア

ル。 く柴 田抄)

田 舎 ノ相 談 所 二於 ケ ル蓑 境調 査

Herold:Umgebungsuntersuchunginderli'nd-

lichenF6rsorge.

結 核 病 學 ノ新 知 見 タ ル 早 期 浸潤 ノ狡 見 カ ラ結 核

相談 所 ・・患 者 ヲ 連 レテ來 テ 診 察 セ 子 バ ナ ラ ヌ義 務 ヲ

貢 フ様 ニ ナ ツ タ.蓋 ン之 レガ 早期 獲 見 ノ 唯 一 ノ方 法

デ ア ツ テ夫 レニ ノ・患 者 ノ周 園 ノ調 査 ガ最 頁 ノ方 法 デ

ア'レ。 然 モ之 ハ田 舎 デ特 二 必 要 デ ア リ、且 ツ有 望 デ ア

ノレ、 ソノ理 由 ・・第 一 田 舎 ノ住 民 ノ・市 件 民 ト比 較 ス ノレ

ト疾 患 二封 ス ル 抵 抗 力 が概 シテ 不 頁 デ アル事 、 第 二

患 者 ノ周 圃 ノ人 々 ヲ 容 易 二捉 ヘ ル 事 ガ 出來 ル鮎 デ ア

ル。環 境調 査 ・・廣 ト狭 トノ2ツ ノ範 園 一 分 タVノ レ。

コ ノ雨 方 ヲ確 實 二 調 査 ス レバ 理 想 的 デ ア ノレ、 田舎 ノ

相 談 所 デノ・コ ノ調 査 二 際 シテ特 二 秘 密 嚴 守 が必 要 デ

ア リ」叉患 者 ノ敏 育 ニモ 困 難 ガ多 イ。 著 者 ノ経 験 デ ハ

家 族 中/小 見 が結 核 症 二感 染 シテ 居 ナ イ 場 合 二 ・・ソ

ノ家族 全膿 二結 核症 ナ シ ト見 倣 シ テ 差 聞 へ が ナ ィ。

取 リ扱 ツタ 開放 性 ノ例269人 二 就 キ 關 係 者 ノ・ソ ノ3

倍S36人 デ ソ ノ内647人SO%ノ ミ ヲ調 査 シタ、 ソ ノ

中 カ ラ52人8%ノ 患 者 ヲ駿 見 シタ就 中43人64%・ ・

青 少 年 デ アツ タ。 爾 ホ感 染 者 カ ラ ソ ノ 病 原 ヘ ノ 環 境

調 査 ヲ始 メ テ カ ラ開放 性 患 者 ノ獲 見 ハ 短 時 日 ノ 間 二

・一躍10倍 二壇加 シタ、(柴 田 抄)

衛 生 官 臆 卜環 境 調 査

B.Rodewald:Gesundheitbeh6rdeundUmge一

録 207

b」ngsUnterSuChUngen.

今 迄 二分 明 シテ居 ル 關 係 状 態 デ ノ・結 核 性 疾 患 ノ

登 病 ト急 性 傳染 病/ソ レ トニ ハ 或 ル 程 度 ノ 卒 行 性 ガ

ア]レ、急 性 傳 染 病 ノ防 禦 二行 ・・レ ノレ疾 病 届 出 ノ方 法 ・・

一 定 度 マデ結 核 症 ノ 防疫 ニ モ 用 フ ベ キ デ アノレ、 從 テ

結 核 防 禦 ニモ急 性 傳染 病 二 於 ケ ノレ檬 二 規 則 ノ制 定 ヲ

要 ス ル デ ア ロ ウ。 而 シテ コ ノ数 果 ヲ 暴 グ ル 爲 ニハ 相

談 所 二総 テ ノ 基 礎 條 項 ヲ適 正 且 ツ 完 全 二知 ラ シメ ル

事 ガ敢 要 デ アノレガ 叉 一面 ニノ・各 相談 所 匠域 デ 簡 軍 ナ

ル患 者 獲 見 方 法 ヲ 案 出 ス ベ キ デ ア ノレ。 根 本 トシテノ・

廣 汎 ナル環 境 調査 ノ實 施 ト云 フ 事 ガ 相 談 所 ノー 貫 シ

タ事 務 方 法 トシテ 指 定 セ ラ レル ノ デ ア ル が ソノ 適 用

二當 ツテ ノ・如 何 ナル 時 ニ モ 組 織 的規 則 的 デ ナ ケ レバ

ナ ラ ヌ事 ノ・ナ イ、笠 際 二臨 ンデ適 正 二患 者 ヲ登 見 ス ル

事 ノ出來 ル様 二簡 軍 ナ方 法 ヲ 立 テ レバ ヨイ ノデ ア ル。
9

(柴 田抄)

肺 臓 限 局 部 ノ萎 縮 療 法

H.Hauke:DieKoUapsbehandlungumschrieb・

enerLungenabschnitte

局 部 的胸 廓 整 形 術 肺 臓 剥 離 「パ ラ フ イ ソ」栓 塞 術

二就 テ述 べ著 者 が近 時 手術 シタ 例 ノ 今 迄 ノ 経 過 ニ ヨ

ツ テ剣 断 ス ル ト成 績 ・・大 二 改 善 セ ラ レ大 ナ ル比 率 二

於 テ 多 ク ノ症 候 ノ消 失 ヲ認 ムル ニ至 ツ タ、而 シテ之 レ

ノ・色 々 ノ方 面 デ 内科 馨 ト協 力 シ ソノ 指 示 ヲ 受 ケ タ ル

事 二貢 フ所 大 デ ア ル ト。(柴 田抄)

自己 ノ維 験 ニ ヨル 小 見 ノ肺 萎 縮 療 法 ノ現 況

OttoWiese:DerderzeitigeStandderLungen・

kollapstherapieinKindesalter(aufGrundeig-

enerErfahrungen)

肺 萎 縮 療 法 ノ・小 見期/重 篤 ナ ノレ結 核 病 型 ノ 治療

法 ト シテ確 固 タ ル位 置 ヲ獲 得 シ久 而 シテ ソ レハ 適 當

ナ ル病 期 ヲ早 ク捉 ヘ テ實 施 シ タ 小 見 ノ 数 が増 ス ニ ツ

レテ愈 々廣 ク圭 張 セ ラ レル ニ至 ル デ ア ロ ウ。既 二今 デ

モ重 症 デ絶 望 的豫 後 ノモ ノが 生 命 二 就 テ ・・著 シク好

輻 セ ラ レ、 死 亡 率 ハ 減 ジ感 染 力 ・・緩 和 セ ラ レル ニ 至

ツ タ、今 後 ノ成 リ行 キ ・・爾 ホ 多数 ノ纒績 的 ノ統 計 二侯

タ 子 バ ナ ラ ナ イ が然 シ小 見 ノ 重 症 結 核 症 ノ治 療 法 デ

從 來 コ レ程 ノ成 績 ヲ示 ヅタ モ ノ ハ無 イ。(柴 田抄)

胸 腔 鏡 檜 査 及焼 灼 法 ノ臨 跡 的 知 見

A.Tegtmeier:KlinischeBeitr乞gezurThorac-

oskopieu.Kanstik.

多数 ノ症 例 ヲ引用 シテ訊 述 シタ。(柴 田抄)

氣 胸 療 法 中 ノ萎 縮 肺 臓 ノ活 動 二就 テ
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HugoAdler:tiberAktivierungenderKollapsl・

ungew5hrendderPneumothoraxbehandlung.

氣 胸療 法 中 屡 ζ萎 縮 セ ル肺 臓 ノ病 竈 ガ 活 動 ヲ起

ス 事 ガ ア ル、ソ レハ 多 ク・・空 洞 ノ周 園 ノ浸 潤 ノ形 デ ア

ツテ療 法績 行 中 二清 提 ス]t/カ 、或 ノ・肺 組 織 ノ崩 垣iヲ起

シ空 洞 ノ振 大 ヲ見 ル ニ 至 ル、 著 者 ノ・實 例 二 就 キ萎 縮

肺 内 ノ浸 潤 性 再 燃 ノ 症 候 ヲ 明 カニ シタ。 古 ク固 マ ツ

タ 空 洞 デノ・屡 く氣 ノ付 キ 難 イ 程 度 ノ空 洞 周 園1受潤 が

ア ツ テ之 が時 シ テ潰 瘍 面 ヲ新 鮮 ニ シテ 都 合 ヨク治 癒

ノ傾 向 ヲ取 ラ 匂 レ事 が アル 、新 ラ シイ強 毒 ナ ル感 染 デ

ノ・病 竈 周 圃 炎 ・・塘 強 シ、 細 菌 毒 素 ノ・感 作 サ レテ 居 ノレ

周 リノ組 織 二侵 入 シテ 病 勢 ヲ悪 化 サ セ,レ可 能 性 が ア

)レo

萎縮 シタ肺 ・・連績 的二」∠線 瞼査 デ常 二 周到 二監

覗 シ、活動化 ヲ蛋 見 シタ ラバ 直 チニ逡 入氣量 ヲ少 ク

スル カ叉 ・・療 法 ヲ中止 スベ キデ アル。

吾 々ガ今 日ヤツテ 居 ル氣 胸療 法 ノ適慮症 ノ選定

ハ飴 リニ形 式 的 デ ァ ル、統 計 ・・必 ズ シモ吾 々 ノ治 療 法

ノ成 績 ヲ批 剣 シ ソ ノ正 當 ヲ謹 明 ス ル モ ノデ ハ ナ イ、失

敗 例 ノ中 ニ ハ必 ズ幾 分 力病 氣 自均 ヨ リ モ 治 療 方 法 二

責 ヵ"蹄セ ラ レノレベ キ者 ヲ含 ンデ居 ル。立派 ナ氣 胸 療 法

ノ成 績 報 告 ・・尊 重 ス ル ニ ンテ モ ソ ノ適 慮症 ノ 選 揮 二

封 ス ル 吾 人 ノ見 解 ノ・再 検 討 ヲ要 ス ル モ ノ ト思 フ。

(柴 田抄)

雨 側 ノ葉 間 膿 胸 ヲ有 ス ル雨 側 性 肺 葉 縁 浸 潤

Steinmeyer:BeiderseitigestUberkul6sLappen.

randinfiltratmitbeiderseitigeninterlobarem

Ernpyem.

肺 結核 症 ノ異 常 型 ノ 中 デ肺 葉 縁 浸 潤 ハ 葉 間 滲 出

液 トノ鑑 別 ガ困難 デ ア ル、コ ノ事 ノ・AssmannBrieger

u.Fleischner等 ニ ヨ リ レ ソ トゲ ソ蚊 二臨 肱 的 二明 カ

ニサ レタ、著 者 ノ・殆 ドi封稽 的 二雨 側 ノ肺 葉 縁 二病 竈 が

有 リ且 ツ葉 間 滲 出 液 ヲ合 併 セ;レー症 例 ヲ得 タ.

(柴 田 抄)

會 報 並雑報一
O二 月中入會者

村 山 高 大阪市西成厘粉濱東元町三ノ三

入

日 置 達 雄 大阪帝國大學磐學部附属留院今

村内科

米 田 庄 三 郎 大阪帝國大學讐學部附屡留院今

村内科

井 下 勝 馬 大阪帝國大學験學部附鳩書院今

村内科

内 藤 信 雄 大阪帝國大學磐學部附鳩留院今

村内科

今 川 芳 樹 京都帝國ノ(學讐學部松尾内科

高 垣 秀 雄 大阪市旭匠今市町、九三〇ノ三

鈴 江 茂ZF徳 島市佐古町西六三、鈴江病院

横 井 藤 太 郎 金澤市金澤馨科大學谷野内科

梅 谷 秀 雄 大阪帝國大學署學部今村内科

中 村 四 雄 東京府下北多摩郡三鷹村下車雀

松 岡

道ロ矢

秀

信

重

保

内

久

源

施

、不

山

飯

道

布

加

小

康

辰

誠

彦

ト

山

川

島

木

ヂ

來

藤

徳

小

飯

廣

藤

室

伊

三〇六

直 義 紳奈川縣雫塚海岸杏雲堂分院

神奈川縣弔塚海岸杏雲堂分院

胤 東京市麹町匠土手三番町二四

頁 兵庫縣武庫郡今津町砂田

正 大阪市南匠内安堂寺町通三丁目

雄 東京市日本橋匠中洲町一三糸川

病院

秀 ●仙窒市帝國大學讐學部熊谷内科

治 仙窒市帝國大學讐學部熊谷内科

司 仙窒市帝國大學讐學部熊谷内科

吉 奉天満洲轡科大學微生物學教室

明 大阪帝國大學留學部今村内科

善 次 大阪帝國大學馨學部今村内科

正 一 大阪帝國大學馨學部今村内科

o會 員ワ卦

篠 田 義 市 左 記會員 ノ言卜報 二接 ス謹 ンデ弔 意 ヲ表 ス。




